
１７０３年元禄地震における相模国足柄郡・
駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の被害数

矢 田 俊 文

は じ め に

本稿の目的は、確実な史料により、元禄１６年（１７０３）１１月２３日に起った元禄

地震における相模国・駿河国駿東郡・伊豆国東岸地域の被害と相模国足柄郡・

駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の１村当りの平均家屋倒壊数・死亡者数を

明らかにすることにより、大きな被害を受けた地域の特質を明確にすることに

ある。

元禄地震の当地域の研究については、すでに確実な史料を使用して戸塚宿か

ら箱根宿までの東海道沿いの宿場の被害を明らかにした北原糸子「「祐之地震

道記」の跡を辿る（東海道、戸塚～小田原）
�
」や小田原藩領の被害を明らかに

した下重清「小田原藩領域の被害状況
�
」の優れた個別研究があるが、これらの

研究は箱根以東の東海道筋や小田原藩領という特定の地域に限定された研究で

ある。地震による被害は相模国・駿河国駿東郡・伊豆国のような広範囲の地域

にわたっており、地震の特質を明らかにするには、東海道や小田原藩領の検討

だけでは不十分である。また、地域の被害の特質は、１村当りの平均家屋倒壊

数・死亡者数を求め他の地域と比較することによって導き出す必要があると思

われる。

� 北原糸子「「祐之地震道記」の跡を辿る（東海道、戸塚～小田原）」『１７０３元禄地
震報告書』内閣府、２０１３年

� 下重清「小田原藩領域の被害状況」『１７０３元禄地震報告書』内閣府、２０１３年
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１ 相模国・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域における被害

� 相模国・駿河国駿東郡地域の被害

１では、確かな日記・記録によって、相模国・駿河国駿東郡地域における元

禄地震の被害状況を検討する。

まず、「祐之地震道記
�
」によって東海道の元禄地震の被害状況を検討しよう。

「祐之地震道記」は梨木祐之ら京都下鴨神社神官一行が元禄１６年に戸塚宿（横

浜市）で地震に遭遇し、京都に無事帰還するまでの道中記である。戸塚宿から

箱根宿までは、北原氏による各宿場における詳細な検討がある。本稿では、「祐

之地震道記」から戸塚宿より西の東海道地域における地震被害の違いを明らか

にしたい。

「祐之地震道記」には、地震被害からのがれ安全な宿泊先を探し、京都にた

どり着いた状況が記されている。本史料には東海道の各宿の被害は大きくて

も、宿泊できる宿場が存在したことが記されている。その地点を確認しよう。

第１表の祐之地震道記東海道被害一覧は、「祐之地震道記」により通過点と

宿泊地と各地点ごとの被害記事を表にまとめたものである。

まず第１表から被害の表記に注目してみよう。第１表１７羽根尾村は「人家悉

く倒れる」、１８国府津村は「人家で柱が立っている軒は見えない」、１９山王原村

は「人家は悉く倒れる」、２０酒匂村は「残る人家はない」、２１小田原宿は「柱が

立っている家は１軒もない」と、東海道の他の地域と比べて被害の甚大さを物

語る言葉で綴られている。特に潰家の被害が「わずか」と表現される１５国府村

とは大きく異なる。第１表１７羽根尾村から２１小田原宿まで（第１図）の被害が

いかに大きかったかを記している点に注目したい。

第１表１７～２１と同様に地震被害の甚大さを表現している地域を探してみよ

う。１１～１３は、１７～２１の被害表現と類似している。第１表１１馬入村は「残る家

なし、みな潰れる」、１１八幡町は馬入村と同じ、１２平塚宿は「残る人家なし」

と表現されている。相模川から花水川間の馬入村・八幡町・平塚宿の家屋被害

は、１７羽根尾村から２１小田原宿間と同様に被害は大きかったと記されている。

� 『神奈川県文化財調査報告第１９集』神奈川県教育委員会事務局社会教育課、１９５３

年
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梨本祐之一行は避難先の上蔵田村（横浜市戸塚区、戸塚宿より約１キロメー

トル西に隣接する村）を２６日に出発し、その日は大磯宿に宿泊した。翌２７日に

は湯本に宿泊、２８日には沼津宿に宿泊している（第１表）。梨本祐之一行は被

害の大きかった平塚宿と小田原宿をさけて、大磯宿と湯本に宿泊していること

がわかる。

宿泊した１４大磯宿は第１表によると、過半は転倒か傾損、死者５０人余
�
とある。

また、「倒れていない家４、５軒あり」とも記されていて、軽微とは言えない

ものの壊滅的被害は受けていなかったことがうかがえる。大磯宿は被害がな

かったわけではないが、「残る人家はない」と表現される平塚宿や小田原宿と

は被害の様相が異なっていたといえよう。２７日に宿泊した２４湯本については

「人家は少し倒れている」という表現にとどまっている。

第１図 東海道図（馬入から小田原）

� 死者５０人は１８国府津村・２１酒匂村とほぼ同じで大きな被害のようにも見えるが、
大磯宿と国府津村・酒匂村とは家数等の規模が異なるので、国府津村・酒匂村と比

較すると被害率は低い。同時代の家数がわかる史料はないが、大磯宿は享和３年

（１８０３）の家数６０５軒・人口２７０２人（大磯宿分間絵図書上、『大磯町史１ 資料編
古代・中世・近世（１）』大磯町）、国府津村は宝永５年（１７０８）の家数１５９軒・人
口１１８４人（村明細帳、『小田原市史 史料編 近世Ⅱ 藩領１』小田原市、１９８９年）、

酒匂村は天保１２年（１８４１）の家数は１０１軒（新編相模国風土記稿、『新編相模国風土

記稿』雄山閣、１９３３年）である。
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第１表 祐之地震道記東海道被害一覧（元禄１６年）

番号 月 日 通過地 宿泊 潰 家 死 者 現 行
政地名 備 考

１ １１月２２日 戸塚 ○ 人家は悉く倒れる 死人多い 横浜市
戸塚区

宿泊先亭主十右衛門
家は転倒せず

２ ２２日 畠の中 ○ 戸塚区
３ ２３日 上蔵田 ○ 戸塚区

４ ２４日 上蔵田 ○ ４０軒余 死人は１人
もいない 戸塚区

５ ２５日 上蔵田 ○ 戸塚区
６ ２６日 原宿 多く倒れる 戸塚区 原宿村
７ ２６日 藤沢 悉く傾損 ３０人余 藤沢市 飛脚１人含む
８ 四谷 人家の半ばは転倒 藤沢市 立場
９ 小和田 ８～９軒 ４人 茅ヶ崎市 人家数１００軒あり

１０ 南湖 人家の過半は倒れ
る 茅ヶ崎市

１１ 馬入 残る家なし、みな
潰れる 平塚市

１２ 八幡町 馬入と同じ 平塚市
１３ 平塚 残る人家なし 平塚市

１４ 申刻 大磯 ○ 過半は転倒か傾損 ５０人余 大磯町 倒れていない駅家
４、５軒あり

１５ ２７日 国府 わずか 大磯町
１６ 梅沢 ６～７軒 二宮町 立場
１７ 羽根尾 人家悉く倒れる 小田原市

１８ 国府津 人家で柱が立って
いる軒は見えず

５０～６０人ば
かり 小田原市

１９ 山王原 人家は悉く倒れる ３０人ばかり 小田原市 史料は山王村

２０ 酒匂 残る人家はない ５０～６０人ば
かり 小田原市 史料は酒匂川

２１ 小田原 柱の立っている家
は１軒もない １６００人程 小田原市 宿場の人の話。旅人

の数は不明
２２ 風祭 小田原市
２３ 山崎 箱根町

２４ 湯本 ○ 人家は少し倒れて
いる 箱根町

２５ ２８日 畑村 ６～７軒 ４人 箱根町 死者は村人の話。う
ち２人は往来の者

２６ 箱根関所 関所は傾損なし 箱根町
２７ 関所辺り 箱根町 ７～８軒残る
２８ 箱根宿 ３０人余 箱根町
２９ 三嶋 三島市
３０ 沼津 ○ 沼津市
３１ ２９日 江尻 ○ 静岡市
３２ １２月１日 金谷 ○ 島田市
３３ ２日 浜松 ○ 浜松市
３４ ３日 赤坂 ○ 豊川市
３５ ４日 藤川 岡崎市
３６ ４日 宮 ○ 名古屋市
３７ ５日 桑名 ○ 桑名市
３８ ６日 坂の下 ○ 亀山市
３９ ７日 水口 甲賀市
４０ ７日 草津 ○ 草津市
４１ ８日 賀茂 京都市

出典）「祐之地震道記」
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梨本祐之一行は戸塚宿から箱根を越えて東海道沿いに京都に無事にもどるた

めに、より被害が少なく宿泊できる宿場を選択した。そして、的確な判断のも

とに宿泊先を定め、駿河国沼津宿まで東海道を通って被災地を抜け出した。

このような的確な判断はどうして可能であったのであろうか。東海道をひた

すら西に向い現地で判断して安全な宿場を探し泊まったのであろうか。次にど

のようにしてより安全な宿泊先を決めたのかについて検討しよう。

第２表祐之地震道記被害情報一覧は、梨本祐之一行が無事に東海道を通過し

て京都に帰るためにどのような情報活動を行ったのかを一覧表にしたものであ

る。一行は東海道筋の宿泊可能な地点の情報をあつめ、被害がより軽微な宿場

（大磯・湯本・沼津）を選んで宿泊した。

大磯・湯本・沼津に宿泊することを決めたのはいつのことだったのであろう

か。第２表によると、２４日に戸塚宿から逃れて一時避難した上蔵田村において

街道を通る飛脚を呼び招いて東海道の様子を聞いている（第２表９）。また同

日、使者を戸塚宿に派遣して東海道の状況を調べさせている（第２表１１）。さ

らに翌２５日、使者を藤沢宿（藤沢市）まで派遣し、沼津宿から出てきた旅人に

東海道の様子を聞いている（第２表１４）。この時に入手した情報は、沼津（静

岡県沼津市）は揺れが厳しいように思ったが、人家が転倒したことはない。畑

村（箱根町）は被害が出ているが、湯本村（箱根町）はそれほどの被害はない。

そのため旅客は湯本に泊るという。小田原は残った駅家は１軒もない。大磯（大

磯町）は駅家が４、５軒残っている。旅人は大磯宿に宿泊するとのことだ、と

いうものであった。２５日に得た情報が判断の決め手となった。

こうして事前に入手した情報により、梨本祐之一行は小田原宿と畑村ではな

く、大磯宿（２６日泊）と湯本（２７日泊）と沼津宿（２８日泊）に宿泊地を選んだ

のである。
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第２表 祐之地震道記被害情報一覧（元禄１６年）

番号 日時 場 所 情 報 元 収集した情報の内容

１ ２３日
夜 （畠の中）

使を亭主の十右衛門
のもとに遣わす。使
帰って報告

宿中（戸塚）の人家はみな転倒して死人も多い

２ ２３日
巳刻 （畠の中） 十右衛門、畠中へ来

て語っていう
問屋も家が潰れて、宿中の者を取り沙汰する人
もないとのこと

３ （畠の中） 人を宿場に遣わし
帰って語る 町の山方の家につき哀しくいたわしい事を見た

４ （畠の中）

人を戸塚宿へ出す。
上方、江戸飛脚の往
来もあるのではと尋
ねさせると、誰いう
ともなく語った話

藤沢の方も、道に大木が転倒して通路なし。川
崎よりこちら側の宿々は家一軒もなく、通路は
絶たれている

５ ２３日
午刻 （畠の中）

伊賀守、下部に宿中
の倒れていない家を
探しに行かせる

町より西の山上の寺へ到って見ると、それより
山の西の在郷へ行って宿を求めたが、１軒も傾
損していない家はない

６ 上蔵田 この所の百姓が来て
語る

戸塚の前夜の火事は、家が崩れ倒れると火が出
た。隣家は類焼。焼死する者４、５人あり

７ ２３日
夜８ツ 上蔵田 西山の向こうに火事の煙が見える

８ ２３日
夜中 上蔵田 村人に尋ねる

戸塚の西山の上に、松明の影が止まないで見え
る。村人に尋ねると、あれは宿場の死人を、山
の上の寺へ葬るために運んでいるのだ

９ ２４日
辰刻 上蔵田

旅宿の前の街道を飛
脚一人が通る。呼び
招いて聞いた話

小田原も大地震で、宿中の家は転倒した。その
時、城内から火が出て、宿は焼亡したと口々に
風聞あり。大磯からこちらの宿も、悉く転倒し
て旅宿ができないという

１０ ２４日 上蔵田 今日戸塚で 宿の死傷の者１００人余あり。その内に往来の旅
人もあるという

１１ ２４日 上蔵田
使を戸塚宿に派遣し
て、上方道中筋の事
を調べさせた

昨日三嶋を出発した旅人に会って尋ねると、三
嶋も揺れたが戸障子などが倒れた程度で人家が
崩れたる所はない。箱根峠の宿は転倒したが関
所は倒れていない。畑村は人家が倒れている。
坂の下方は、二子山の岩石が崩れ落ちて、道を
塞き徒行の者は岩の間を通っている。荷物は通
ることができない。小田原は宿中が焼亡。大磯・
平塚・藤沢の駅も、人家が倒れて駅路の便なし
ということだ

１２ ２４日
申刻 上蔵田

伊賀守、鎌倉一見の
ために出かけて、申
刻頃に帰って語って
いう

ここから鎌倉までの在郷、悉く家が潰れている
ように見える。鎌倉の在所も、人家は悉く転倒
している。円覚寺門前の在家２００軒ほどもある
ように見えるが悉く倒れた。雪下の町は、少し
倒れている。由井浜の辺は、津浪が打ち寄せて
通ることができないと村人が語るので、行って
はいないとのこと

１３ ２５日
夜 上蔵田 江戸から両使来臨し

て対面 江戸表は何事もないとのこと

１４ ２５日
午刻 上蔵田

使を藤沢宿に派遣す
る。沼津より出た旅
人に逢ったので尋ね
る

沼津は揺れが厳しいように思ったのだが、人家
が転倒したことはない。畑村は被害が出ている
が、湯本村はそれほどの被害はない。そのため
旅客は湯本に泊るという。小田原は、駅家は１
軒もない。大磯は、駅家４、５軒残っている。
旅人はここ（大磯宿）に宿泊するとのことだ

― 21 ―

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／１４０２０２３７　資料学研究　第１１号／本文／０２　矢田　１６‐３４  2014.03.11 10.02.02  Page 



番号 日時 場 所 情 報 元 収集した情報の内容

１５ ２６日 南湖 石尾阿波守宿取の家来、江戸に帰る

１６ ２６日
申刻 大磯 大磯宿の亭主、出て

来て語る

地震の後日、海の潮が虚ること２町余あった。
これにより、津浪が打ち寄せるということで、
宿中（大磯）が大騒ぎになり、男女とも山に仮
屋を造って遁れ出て日を過した。昨日の夕方、
ようやく家に帰る者もでてきた。しかし女と童
は、今朝まで山にいた。今日は海の面も風静に
なってほっとしたという。２２日の夜、地震の
時、高浪が来て、沖の漁舟の多くが破損した。
大磯の浦に５００石積の舟と３００石積の舟が２艘係
留されていた。高浪が来て２艘の舟は引き汐に
より沖へ漂い、また打よせる浪で３００石積の舟
は、磯へ２町程打ち上げた。５００石積の舟は磯
際で船人が碇をおろして留っていた。船も人も
難をまぬがれ、翌朝２３日、２艘の船は伊豆の島
へ帰って行ったという

１７ ２７日
夜明け 切通 切通というところに

地蔵堂がある

山が崩れて堂が埋まった。坊主２人が埋り命を
失うという。鐘も落ちて大道の側に横たわって
いる

１８ ２７日 国府津 村人が語った話
この街道より外の在郷も人家多く転倒して多く
転倒して出火したところがある。その所の人は
多く死去した

１９ ２７日 酒匂川在所 村人が語った話

家が倒れると同時に火が出た。家人９人が家屋
の下敷きになり、内から助けてくれと呼び叫ん
だが、近づく者は誰もいなかった。９人のうち
２人は、火の中から這い出て助かり、７人は家
の下敷きになって焼け死んだ。類焼は１軒あっ
た

２０ ２７日 小田原 宿場の人に尋ねた

宿中の男女１６００人程が命を失った。往還の旅人
の数は不明である。たまたま家を逃げ出た者
は、海辺に逃げ迷って潮に取られた。それらの
人数がどれほどかはわからない。

２１ ２７日 小田原 古老が語った話 小田原大地震は、７１年以前にあるという

２２ ２７日 小田原 宿場の人が語った話
小田原合戦は１２０年以前の１月１７日のことであ
る。その後、築いた城であるが、この時、焦土
となった

２３ ２７日 湯本 亭主が語った話
前夜まで地震が止まない。風祭（小田原市）よ
りこの村に至るまでは、家の中で寝る者はいな
い。後ろの山に登って夜を明かす

２４ ２８日 これより三
島�

三島宿の人が語った
話

土肥・伊東・宇佐美・熱海は、２２日の夜、津浪
で人家が多く没した。熱海は人家５００程ほどの
在所。わずかに１０軒ばかり残ったという

２５ ２８日 これより三
島�

沼津宿の人が語った
話

宇佐美（伊東市）という所へ、沼津の者が２人
行って、２２日の夜津波に遭った。津浪が打ち寄
せると、この２人の者は家の柱に抱きついてい
たが、しばらくして、目を開けて見ると、宇佐
美の在郷は家１軒もなく、浪に取られていた

２６ ２８日
申刻 沼津 宿の亭主が語った話

この日は大磯の潮が虚て、津浪が打ち寄ると
いって、宿場の人はみな家を出て、山方に仮屋
を作り、財宝を持ち運んで、２３日より昨日まで
過ごした

出典）「祐之地震道記」
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� 駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の被害

次に駿河国駿東郡御厨地域と伊豆国東岸地域の被害について、駿河国駿東郡

熊堂（静岡県沼津市）の僧教悦の地震覚書（以下、「僧教悦地震覚書」）と駿東

郡茶畑村（静岡県裾野市）名主柏木家の「覚書帳」（以下、「柏木甚右衛門覚書

帳」）によって検討する。駿東郡御厨地域とは、伊勢神宮領の大沼鮎沢御厨に

由来し、近世においても御厨という地名が用いられた地域一帯のことで、現在

の御殿場市、小山町や裾野市の一部を含む地域がこれにあたる。

まずはじめに熊堂の僧教悦の地震覚書
�
から検討する。この史料は、元禄１６年

１１月２３日に起こった地震（元禄地震）について、駿河国駿東郡東熊堂大泉寺（沼

津市）の僧教悦が、翌元禄１７年（１７０４）２月５日に書き記したものである。本

史料の検討については、若林淳之による詳しい説明
�
があるが、若林氏の関心は

もっぱら富士山の噴火
�
についてであり、ここでは元禄地震の被害について検討

したい。

以下、「僧教悦地震覚書」のうち本稿で検討する記事を掲げる。

（史料１）

駿河之国ヨリ東、相州箱根小田原取分大分ニユリ、家皆ユリツブレ、火事

出来、人大分ニ損ジ、大久保加賀ノ守殿城モユリツブシヤケ、人モ不知数ヲ

死ス、伊豆之国之内モ、下田ヨリ東浦浜方ノ分、皆津波上リ、家モ人モ皆

ナ破損ナリ、関東小田原ヨリ東ノ方ヘ向キタル浜方ノ分ハ、東ノハテマデ

無残破損イタシ、人モ家モスキトツブレ、惣〆地震ト波トデ打死スル仁、

惣合三十万余ト書上申ス、是ヨリ西国ノ方ハ地震モ少ク波モナシ、是ヨリ

山家ノ方ハ、天盛ヨリ上尾尻ヨリ、ソロソロ地震強クユリ、二枚橋ヨリ御

殿場・竹ノ下ナドヽ云処ハ、家モスキトツブレ、人モ大分ニ死ス、大地七

尺、八尺ホドヅヽワレ、山ナドモ崩レ、寺ナドモブチウメ夥敷事也、扨此

� 『静岡県史料 第一輯』角川書店、１９６６年

� 若林淳之「自然災害誌の方法―元禄・宝永地震と宝永噴火の場合―」『静岡県史
研究』１０号、１９９４年

� 小山真人氏（同『富士山噴火とハザードマップ』古今書院、２００９年）は、この記

事から、元禄関東地震によって刺激を受けた富士山下のマグマが上昇して群発地震

を起こしたと理解している。小山氏も本史料については、富士山の鳴動についての
み注目している。
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辺ハ同ク廿一日ヨリ、日ニ五度三度ホドヅヽユル、明ル正月末マテソロソ
（ 御 厨 ） （リ）

ロユリ、ミクリヤナドハ、ツネモ大ユリニテ、小屋ニテ年ヲ取ナ□、此辺

ニテハ、小屋ニ□ハ住ルコトハ極月十三日ノ比マデ夜□申、極月廿八日ナ

ドニハ、ヨホドツヨクユリ、ミクリヤナドハ、朝サ卯ノ刻ヨリユリ出シ、

一日ユリ、小屋ナドヲモユリクヅスヤウニユリ、皆々迷惑仕、地震大分ニ
（極）

ユリ候、□月廿二日ノ夜斗ナレドモ、小田原筋ニテ人大分死去スル故ニ、
（サ脱）

此辺モ用心イタシ油断イタズ、夜ニ取分シケクユリ候ユヘニ、油断ナリガ

タク候、

本史料の元禄地震の記述を要約すれば、次のようになろう。

駿河国より東、相州箱根・小田原が大いに揺れ、家はみな揺れ潰れ、火事が

発生し、多くの人が被害を受け、大久保加賀守殿の城（小田原城）も揺り潰れ

て焼け、多くの人が死んだ。伊豆国のうちも下田から東浦（伊豆国東海岸）浜

方の地域はみな津波が襲い、家も人もみな破損した。関東小田原から東方の浜

方地域は、東の果てまで残らず無惨に破損し、人も家も完全に潰れ、総じて地

震と波（津波）とで死んだ者は、総計３０万余と書き上げ報告した。

ここ（沼津市熊堂地域）から西国の方は地震も少なく波（津波）もなかった。

ここ（沼津市熊堂地域）から山家（静岡県御殿場市・小山町地域）の方は、天盛

より上尾尻（御殿場市南部地域）より、ゆっくりと地震が強く揺れ、二枚橋（御

殿場市中心部）から御殿場（御殿場市中心部）・竹之下（小山町中心部）などと

いう所は、家も完全に潰れ、人も多く死んだ。地面は七尺、八尺ほどずつ割れ、

山なども崩れ、寺なども埋めてしまうなどひどい状況であった、となろう。

史料１「僧教悦地震覚書」の記事で重要な点は、次の３点である。

① 伊豆国では下田から伊豆国東岸地域は、津波が襲い家も人も破損した。

② 静岡県沼津市熊堂地域から西国の方は地震も少なく津波もなかった。

③ 沼津市熊堂地域から御殿場市・小山町地域は、御殿場市南部地域より

も、ゆっくりと地震が強く揺れ、二枚橋から御殿場（いずれも御殿場市中

心部）・竹之下（小山町中心部）などは、家も完全に潰れ、人も多く死ん

だ。

記事のうち伊豆国東岸地域が津波に襲われ大きな被害を受けたことは重要で

あるが、それよりもさらに史料１を記した僧教悦が居住する駿河国駿東郡の地
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▲

20ｋｍ
活動セグメント

富士山

二枚橋
茱萸沢 御殿場
神山
上尾尻

茶畑熊堂

沼津

下曽我村

中井町竹之下

小田原

震被害記事は重要である。史料１によると、沼津市熊堂地域から西国の方は地

震も少なく津波もなかった。さらに駿東郡のうちでも小山町地域・御殿場市地

域の被害が大きかった、という。

駿東郡地域の地震被害を記した史料をさらに検討しよう。次の史料２「柏木

甚右衛門覚書帳
�
」は、茶畑村（裾野市）の名主柏木家に伝来した史料で、天和３

年（１６８３）２月５日から享保４年（１７１９）まで３７年間記載されている覚書である。

（史料２）

御厨ぐみ沢村�北方竹之下�、家共皆禿申候、此通神山�下ハ家禿不申候

史料２には、駿東郡御厨地域の茱萸沢村（御殿場市）から北方の竹之下（小

山町）までは、家はみな潰れた。神山（御殿場市）より下は、家は潰れていな

いとある。このように駿東郡御厨

地域の被害状況を記したのは、駿

東郡茶畑村（裾野市）の名主柏木

甚右衛門である。史料１と同様、

同じ郡に居住する者が、自らが知

り得た被害状況を記した史料とし

て重要である。

第２図をみると、史料１・２に

記された駿東郡の村の位置がわか

る。史料１と２で駿東郡のうちで

被害が大きかったと記された茱萸

沢・二枚橋・御殿場・竹之下は家

も潰れなかったとする神山以南と

比べると駿東郡の北部に位置し、

史料１と史料２の記述が一致して

いることがわかる。

第２図 相模国足柄郡と駿河国駿東郡地域
注）活動セグメントは産業技術総合研究所の活断
層データベースによる。

� 裾野市史編さん専門委員会編『柏木甚右衛門覚書帳 湯山安右衛門日記』〈裾野

市史資料叢書１〉裾野市教育委員会市編さん室、１９９０年

― 25 ―

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／１４０２０２３７　資料学研究　第１１号／本文／０２　矢田　１６‐３４  2014.03.11 10.02.02  Page 



「僧教悦地震覚書」（史料１）と「柏木甚右衛門覚書帳」（史料２）では駿東

郡における地震被害の地域的な差異が一致することから、元禄地震は御殿場市

地域・小山町地域の被害が大きく、神山（御殿場市）以南の駿東郡の被害は小

さなものであったということは間違いないと考えられる。

また、「祐之地震道記」には、沼津宿以西はそれほどの被害がなかったと書

かれているが、これも史料１の沼津市熊堂地域から西国の方は地震も少なく津

波もなかったという記事と同じであり、沼津市以西の被害は小さなものであっ

た点も確かなことと思われる。

２ 相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の

１村当り平均家屋倒壊数・死亡者数

１では、３つの確かな日記・記録から相模国・駿河国駿東郡の被害状況をみ

てきた。２では、幕府へ報告された被害報告書等の文書を使用して相模国足柄

郡地域・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の１村当り平均家屋倒壊数・死亡

者数を検討する。

第３表は、相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の１村当りの

家屋倒壊数の一覧である。第４表は、相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆

国東岸地域の１村当り死亡者数の一覧である。第３表・第４表ともに１７０３年元

禄地震以外の地震で被害の特質を１村当りの被害数で説明できる地域の数値も

比較のために加えている。第３表には、村数と家屋倒壊数が同一の史料でわか

る越後国高田藩岩手組（１７５１年高田地震）と越後国長岡藩栃尾組（１８２８年三条

地震）の１村当りの被害数を入れている。高田藩岩手組７か村は１７５１年高田地

震の比較的軽微な地域である
�
。長岡藩栃尾組６か村は活断層のすぐ側にある地

域であり、１８２８年三条地震における最大の被害地である
�
。第４表では、津波に

よる被害で多くの死者を出したことが明瞭な新宮（和歌山県新宮市）より以東

の紀州藩奥熊野地域の１村当りの死亡者数を掲げた。

� 矢田俊文・卜部厚志「１７５１年越後高田地震による被害分布と震源域の再検討」『資

料学研究』８号、２０１１年
� 矢田俊文・卜部厚志「１８２８年三条地震による被害分布と震源域の再検討」『資料

学研究』７号、２０１０年
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第３表 元禄１６年（１７０３）相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆国

東岸地域家屋倒壊数（１村当り）

番号 支配地域名 ａ．村数 ｂ．潰家数
（軒）

ｃ．倒壊数
（軒）

地 震 名

１ 小田原藩相模領 １５１ ６３４１ ４１．９９ １７０３年元禄地震

２ 相模稲葉正直領 ９ ５８９ ６５．４４ １７０３年元禄地震

３ 小田原藩駿河領 ６７ ８３６ １２．４８ １７０３年元禄地震

４ 駿河稲葉正辰領 ６ ２１４ ３５．６７ １７０３年元禄地震

５ 小田原藩伊豆領 １７ ４７６ ２８．００ １７０３年元禄地震

６ 長岡藩栃尾組 ６ ５２４ ８７．３３ １８２８年三条地震

７ 高田藩岩手組 ７ １２４ １７．７１ １７５１年高田地震

典拠）１・３・５は「近世小田原史稿本 下巻二」（小田原市立図書館所蔵）。
２・４は「楽只堂年録」。６は「三条大地震風聞書」（『新潟県史 資料編７ 近
世２ 中越編』）。７は国立国文学研究資料館所蔵 佐藤家文書。注１）潰家は全
壊・半壊を含む。注２）ｃは b/a（１村当り家屋倒壊数）

第４表 元禄１６年（１７０３）相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域死亡者

数（１村当り）

番号 地域名 ａ．村数 ｂ．死者
（人）

ｃ．死亡者数
（人）

現行政地名 地 震 名 備考

１ 小田原藩
相模領 １５１ ７４６ ４．９４ 小田原市等 １７０３年元禄地震

２ 相模稲葉
正倚領 ９ １２ １．３３ 中井町 １７０３年元禄地震

３ 小田原藩
駿河領 ６７ ３７ ０．５５ 御殿場市ほか １７０３年元禄地震

４ 駿河稲葉
正辰領 ６ ２０ ３．３３ 小山町ほか １７０３年元禄地震

５ 小田原藩
伊豆領 １７ ６３９ ３７．５９ 伊東市・熱海市 １７０３年元禄地震 海沿いの村は１０

６ 長岡藩
栃尾組 ６ １１３ １８．８３ 長岡市 １８２８年三条地震 活断層付近の村

７ 高田藩
岩手組 ７ １ ０．１４ 上越市 １７５１年高田地震

８ 紀州藩
奥熊野 ３４ １２７６ ３７．５３ 三重県尾鷲市

等 １７０７年宝永地震 熊野灘に面した
浦

典拠）１・３・５の死亡者数は「近世小田原史稿本 下巻二」（小田原市立図書館所蔵）、村数は「御
朱印高」（『小田原市史 史料編 近世Ⅱ 藩領１』）による。２・４の死亡者数は「楽只堂年録」。
６は「三条大地震風聞書」『新潟県史 資料編７ 近世２ 中越編』。７は国立国文学研究資料館所
蔵佐藤家文書。８の死亡者数は朝林（名古屋市立�左文庫所蔵）、村数３４は「紀伊続風土記」紀州
藩奥熊野の熊野灘に面した村（「紀伊続風土記」は天保１０年〈１８３９〉完成）の奥熊野の絵図と南紀
徳川史の浦名による。注１）８紀州藩奥熊野の尾鷲は林浦・南浦・中井浦・堀北浦・野地村５ヶ村
を合わせたものなので、５村を１村として扱う。注２）ｃは b/a（１村当り死亡者数）
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１村当り平均家屋倒壊数・死亡者数を検討するには確実な被害者数を用いな

ければならない。先にみた「祐之地震道記」には小田原宿中の男女１６００人程が

命を失ったと記されているが（第２表２０）、この数字ははたして正確であろう

か。小田原藩が幕府に報告した被害報告書
�
に記される町家の死者数は６５１人で

あった。ここには半潰・焼失等家屋の被害数が記載されている。また死者はこ

のほかに旅人４４人、家中１３７人にのぼる。旅人から家中のすべてが小田原で死

去したとして合計すると、小田原の死者は８３２人であり、「祐之地震道記」とは

死者数が違いすぎる。

小田原宿中の男女１６００人程という情報は、小田原宿の人に尋ねて得た情報で

ある。重要な情報ではあるが、情報元の小田原宿の人がどこから得た情報なの

か不明であるので、やはり藩が把握した死者数に従うのが妥当であると考え

る。現地の人に聞いた被害数よりも、藩・幕府が把握した被害数に依拠して家

屋倒壊数・死亡者数を割り出すべきであろう。

次には被害数を地震被害時の村の家屋数・人数で除すことが望ましいが、地

震被害時の村の人数を把握できる史料はそれほど多くない。また、人数がわか

る史料があったとしても、その人数が何歳から何歳までの村の人数かを確定し

なければ分析の材料として使用することはできない。

よって、地震被害時の人数がわかる史料がない場合は、死亡者数を家屋数で

除して１軒当りの死亡者数を出す方法が有効である。すでに１７５１年越後高田地

震の分析において、山崩れによる１軒当りの死亡者数を割り出し、地震の特質

を導き出すことに成功している
�
。

では、地震被害時の村の家屋数が記されている史料がない場合はどうすれば

いいのか。その場合は、１村当りの死亡者数によって被害の地域的特質を明確

にできるのではないか。

１村当りの被害数を出す場合、地震被害時の村数の把握が重要となる。第

３・４表の村数は被害数が記された史料には記されていない。第３・４表で

� 「近世小田原史稿本 下巻二」所収（小田原市立図書館所蔵）。下重清氏も本史料
によって元禄地震の被害数を検討されている（下重清前掲「小田原藩領域の被害状

況」）。

� 矢田俊文・卜部厚志前掲「１７５１年越後高田地震による被害分布と震源域の再検
討」
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■

稲葉正辰領

駿河国駿東郡
小田原城

稲葉正直領

相模国足柄上郡・下郡

伊豆国賀茂郡

20ｋｍ

は、村数は、「御朱印高
�
」による。

「御朱印高」は大久保氏小田原藩領知の村ごとの石高を記したもので、拝領

高１１万３１２０石余、郡数１３郡、村数３３６ケ村とあり、貞享３年（１６８６）朱印高と

は数値が異なる。「御朱印高」には、元禄７年（１６９４）年加増分、河内国３郡

１万石が記載されており、さらには、宝永５年（１７０８）に富士山噴火のため上

地替となった村々（相模国足柄上郡など）が記載されている。また、相模国足

柄上郡・同下郡・駿河国駿東郡において、貞享３年に大久保氏が拝領した村々

のうち本史料に掲載されていない村があるが、その村は元禄１１年の大久保忠増

襲封の際、小田原藩領から分知された大久保教寛領、大久保教信領や旗本領と

なった村である。よって「御朱印高」は、元禄１１年（１６９８）以降、宝永５年（１７０８）

上地替以前の小田原藩領の村ごとの石高を記した史料である。「御朱印高」の

村数は元禄１６年の元禄地

震時の村数と同じである

と考えられる。

第３表の小田原藩領

１・３・５のうち、相模

領（第３表１）は１５１か

村、駿河領（第３表３）

は６７か村と広大である

（第３図）。第３表１・

３は範囲が広すぎて地域

の特色が把握しにくい。

地域の被害の特色を明ら

かにするためには、１０か

村程度の地域の被害情報

によって特色を把握する

ことが重要である。その

ためには第３表の１・３

の近くに被害情報がある 第３図 小田原藩領・稲葉正辰領・稲葉正直領

� 『小田原市史 史料編 近世Ⅱ 藩領１』小田原市、１９８９年
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のが望ましい。

さいわい「楽只堂年録」巻１３３
�
には幕府へ提出した元禄地震の被害報告書が

あり、小田原藩領の相模領や駿河領に至近の知行所の被害報告書がある。その

ひとつ、小田原藩相模領と隣り合う稲葉河内守知行所の被害報告書を取り上げ

ると史料３のように記されている。稲葉河内守正直は稲葉正則の五男で、はじ

め大学、元禄１３年（１７００）８月２８日、従五位下河内守に叙任される
�
。

（史料３）

稲葉河内守知行所相州足柄郡之内

高二千石
中村之内九ケ所

一、潰家 五百八拾九軒、内寺二ケ寺

一、死人拾二人、内
男三人
女八人
出家壱人

怪我人五拾三人

一、損馬 三疋

一、田畑山崩荒、道・橋・川除堤等多ク損

稲葉河内守の所領は元禄郷帳
�
によると、遠藤村・北田村・田中村・半分形

村・久所村・藤沢村・此奈窪村・松本村の８か村（以上、神奈川県中井町）と

北田村の南に隣接する御料所・大久保長門守知行の相給小竹村１か村（小田原

市）の計９か村である。これが史料３の「高二千石、中村之内九ケ所」に当た

るものと思われる。

史料４は稲葉紀伊守知行所の被害報告書である。稲葉紀伊守は稲葉正則の四

男正辰で、元禄６年（１６９３）１２月１８日、従五位下紀伊守に叙任されている
�
。

� 柳沢文庫
� 「寛政重修諸家譜」巻６０９、『新訂 寛政重修諸家譜 第１０』続群書類従完成会、

１９６５年

� 関東近世史研究会校訂『関東甲豆郷帳』近藤出版社、１９８８年
� 「寛政重修諸家譜」巻６０９、前掲『新訂 寛政重修諸家譜 第１０』
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（史料４）
（ママ）

稲葉紀伊守知行所駿河国駿豆郡之内地震ニ而損亡

御厨之内
高千百石余村数六ケ村

一、潰家 二百拾四軒、内寺二ケ寺

一、死人二拾人、内
男十三人
女七人 怪我人 廿九人

一、損馬 弐疋、怪我馬 五疋

一、田畑山崩大破大分永荒、井堰潰、村道茂通路絶候由、

元禄１５年諸国郷帳
�
によると、稲葉正辰の所領は、柳島・新柴・桑木・吉久保・

大胡田・下古城（大久保隠岐守との相給）（以上小山町）・久根・深良（裾野市、

同村には興禅寺領・西安寺領あり）の８か村である。史料４では６か村とあり、

この２か村の違いは不明である。そこで、第３図では、８か村の地域を図示し

ているが、第３・４表では、史料４の村数に従い６か村とした。

次に第３・４表の１村当りの被害数は検討のために有効であるかどうかにつ

いて検討しておきたい。

第５表は、第４表に掲げた長岡藩栃尾組と高田藩岩手組の１軒当りの死亡者

数である。これによると、第５表１長岡藩栃尾組は２０．８人、第５表２高田藩岩

手組は０．５人である。同じ地点の１村当りの死亡者数は、第４表６長岡藩栃尾

組は１８．８３人、第４表７高田藩岩手組は０．１４人となっていて、第５表と第４表

の数値に大きな差異は認められない。したがって１村当りの死亡者数でも１軒

当りの数値とかわらない正確な被害数を示すと考えられる。

第５表 地震による死亡者数（１軒当り）

番号 地域名 ａ．村数 ｂ．総戸数 ｃ．死人
（人）

ｄ．死亡者
（人）

地 震 名

１ 長岡藩栃尾組 ６ ５４３ １１３ ２０．８ １８２８年三条地震

２ 高田藩領岩手組 ７ １９２ １ ０．５ １７５１年高田地震

典拠）１は「三条大地震風聞書」（『新潟県史 資料編７ 近世２ 中越編』）、２は国立国
文学研究資料館所蔵佐藤家文書。注）ｄは c/a（１軒当りの死亡者数）

� 『静岡県史 資料編９ 近世一 付録郷帳』静岡県、１９９２年
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以下、第３・４表から明らかにできることを見ていこう。まず、１村当り家

屋倒壊数について検討する。

第３表３小田原藩駿河領分の１村当り家屋倒壊数は１２．４８軒、死亡者数は０．５５

人である。それに対し、駿東郡北部の御殿場市・小山町地域に多くの所領を持

つ稲葉正辰領は１村当り家屋倒壊数３５．６７軒、死亡者数３．３３人である。駿河国

駿東郡地域の中では１村当りの家屋倒壊数・即死者数は御殿場市・小山町地域

が大きい。しかし、小田原藩相模領の１軒当り家屋倒壊数は４１．９９軒、死亡者

４．９４人であり、静岡県御殿場市・小山町地域は相模国足柄郡地域と比較すると

１村当り被害数は少ない。

小田原藩相模領の１村当り家屋倒壊数は４１．９９軒である（第３表１）。それに

対し、小田原藩領と近接（第３図）する稲葉正直領の１村当り家屋倒壊数は６５．４４

軒にのぼる（第３表２）。稲葉正直領（中井町地域）の１村当りの家屋倒壊数

は、小田原相模領・駿河領の中で最も高い。ちなみに、第３表で最も高い１村

当り家屋倒壊数は１８２８年三条地震被災地の長岡市栃尾組６か村（第３表６）で

８７．３３軒にのぼる。この数字の大きさは、長岡市栃尾組６か村が活断層すぐ側

に位置する地域であることによる。

次に１村当り死亡者数について検討する。第４表によると、小田原藩伊豆領

の１村当り死亡者数３７．５９人は他の地域と比較してきわめて多いことがわかる

（第４表５）。この死亡者数は、１７０７年宝永地震の際、津波によって多くの死

者を出した紀州藩奥熊野の１村当り死亡者数３７．５３人に匹敵する（第４表８）。

小田原藩伊豆領は伊豆国東岸にある（第３図）。すでに「祐之地震道記」や「僧

教悦地震覚書」でみたように、元禄地震では伊豆国東岸地域は津波によって大

きな被害がもたらされた。小田原藩伊豆領１村当り死亡者数が３７．５９人と多い

理由は津波によるものであることがわかる。

活断層のすぐそばに位置している
�
長岡藩栃尾組６か村（第４表６）の１村当

り死亡者数１８．８３人は他の地域と比較すると多いことはすでに述べた。しかし、

第４表の５・８と６を比較すると、はるかに５・８の方が多い。これは活断層

すぐそばの死亡数よりも、津波による死亡数の方がはるかに多いことを示して

いる。

� 矢田俊文・卜部厚志前掲「１８２８年三条地震による被害分布と震源域の再検討」
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お わ り に

以上、１７０３年元禄地震における相模国・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の

被害と相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆国東岸地域の１村当りの家屋倒

壊数と死亡者数を検討した。本稿で明らかにした点は、以下の６点である。

① 大磯宿は平塚宿よりも被害は軽微であるため、宿泊することができた。

② 湯本宿の被害は他と比べ軽微であるため、宿泊することができた。

③ 駿河国沼津宿の被害は軽微であるため、宿泊することができた。

④ 御殿場市・小山町地域の１村当りの平均被害数は、駿河国駿東郡地域の

中では多いが、相模国足柄郡地域と比較すると少ない。

⑤ 稲葉正直領（中井町地域）の１村当りの平均家屋倒壊数は、小田原藩相

模領・駿河領と比べて多い。

⑥ 小田原藩伊豆領の１村当りの死亡者数は第４表の他の地域と比較してき

わめて多い。

最後に、以上の①～⑥の結論になった地域の特質と要因について論じること

にする。

大磯宿と平塚宿の被害の違いは地盤の違いによるものと思われる
�
。大磯と平

塚は１９１２年大正関東地震でも被害を受けているが、この時も大磯よりも平塚の

方が被害は大きい。この被害の違いについて、『神奈川県震災誌
�
』は、大磯町

の地盤は岩石なので市街地の潰家は少ない。これに反して平塚町は激高を極め

た、と記している。１９１２年大正関東地震と同様に、１７０３年元禄地震においても相

対的に地盤がよい大磯宿は、平塚宿と比較して被害が少なかったと考えられる。

稲葉正直領の１村当りの家屋倒壊数が小田原藩相模領・駿河領の中で最も高

い理由は、稲葉正直領（中井町地域）が活断層（第２図）に近い地域
�
であるた

めと考えられる。また同様に御殿場市・小山町地域の１村当り被害数が駿河国

駿東郡地域の中で高い理由は、御殿場市・小山町地域が活断層（第２図）によ

り近いためと考えられる。小田原藩伊豆領の１村当り死亡者数は他の地域と比

較してきわめて大きいが、それは被害が津波によるものであると考えられる。

� 平塚市博物館『夏期特別展 平塚周辺の地盤と活断層』平塚博物館、２００７年、平
塚市博物館『平塚周辺の地盤図』平塚博物館、２００７年

� 神奈川県『神奈川県震災誌』神奈川県、１９２５年
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（付記）

小田原市立図書館地域資料室には史料調査でお世話になりました。また、ご

教示いただき感謝いたします。

� １９２３年大正関東地震では、活断層付近の下曽我村の全壊率は９５％、同じく曽我村

は８０％ときわめて高い（神奈川県『神奈川県震災誌』神奈川県、１９２７年）。諸井孝

文・武村雅之「関東地震（１９２３年９月１日）による木造住家被害データの整理と震
度分布の推定」（『日本地震工学会論文集』第２巻第３号、２００２年）によると、神奈
川県のなかでは下曽我村が全壊率第１位で、曽我村は第５位である。第２位は神田

村（平塚市）、第３位は有馬村（海老名市）、第４位は相川村（厚木市）であり、第

２位から第４位の神田村・有馬村・相川村はすべて相模川の近くにあり地形は後背
湿地（平塚市博物館前掲『平塚周辺の地盤図』）に分類される。
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